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奈良県総合医療センターで診療を受けられた患者さん・ご家族の方へ 

臨床研究へのご協力のお願い 

 

 奈良県総合医療センターでは、以下の臨床研究を実施しています。この研究では、普段の

診療で得られた情報を使用させていただくものです。この研究のために、新たに診察や検査

などを行うことはありません。通常の診療で得られた情報を今回の研究での利用を目的と

して、研究代表機関である奈良県立医科大学に提供します。 

以下の情報を研究に用いられたくないとお考えの患者さんまたはご家族の方は、遠慮な

くお申し出ください。お申し出いただいた患者さんの情報は使用いたしません。また、研究

への参加にご協力いただけない場合でも、患者さんに不利益が生じることは一切ありませ

ん。 

 

研究テーマ：急性期病院入院中の患者における口腔内環境を悪化させる要因の検討 

 

1. 対象となる患者さん 

2024 年 4月～2025 年 3 月の間に、入退院支援センターを介して入院し、入院時に歯

科専門職（歯科医師・歯科衛生士）による口腔内診察を受けられた入院患者さん 

 

2. 研究責任者 

 奈良県立医科大学医学部看護学科実践基礎看護学 多川 聖子 

 奈良県総合医療センター口腔外科医長      髙橋 佑佳 

 

3. 研究の目的と意義 

この研究は、カルテ情報を解析し、口腔内の状態が悪化する要因を明らかにすることを目

的としています。この研究の成果は、口腔内の悪化要因を示すことで、口腔ケアを優先的に

介入する必要がある患者さんを明らかにすることに繋がることが期待されます。 

 

4. 研究の方法 

 ５．に示す情報を対象の患者さんのカルテから収集し、口腔内を正確に評価するための標

準化ツール（OHAT-J）の点数と全身状態の関連要因を算出し、口腔内の状態を悪化させ

る要因を検討します。 

 

5. 使用する情報 

 診療情報：診断名・年齢・性別・既往歴、OHAT-J、口腔ケアに関する生活習慣、歯数、



義歯の有無、日常生活自立度、認知症簡易スクリーニング 

 

6. 情報の管理責任者 

奈良県立医科大学 学長 

奈良県総合医療センター 院長 

 

7. 研究の実施体制 

 この研究は、他の機関と共同して実施します。実施体制は以下のとおりです。 

 研究代表者 

  奈良県立医科大学医学部看護学科実践基礎看護学 多川 聖子 

 当センターの研究責任者 

  奈良県総合医療センター口腔外科医長      髙橋 佑佳 

 

8. 外部機関への情報等の提供 

 この研究で使用する情報を以下の機関に提供します。提供する際は、患者さんのお名前等

は削除し、個人を直接特定できないようにします。 

 機関名：奈良県立医科大学 

 研究責任者：医学部看護学科実践基礎看護学 多川 聖子 

 提供方法：直接手渡し 

 

9. 研究期間 

 研究機関長の実施許可日～2029年 3月 31 日 

 

10. 個人情報の取り扱い 

 対象となる患者さんの個人情報は厳重に管理し、利用する情報からはお名前や住所等、個

人を特定できる内容は全て削除し、研究番号に置き換えて使用します。また、研究成果を学

会や学術誌等で公表する際も個人を特定する情報は公表しません。 

 

11. お問合せ先 

 奈良県立医科大学医学部看護学科実践基礎看護学  多川聖子 

 住所：奈良県橿原市四条町 88番地 

 電話：0744-22-3051 連絡可能時間（9:00-17:00） 

 e-mail：shimo-kiyo@naramed-u.ac.jp 

 

 奈良県総合医療センター口腔外科医長 髙橋 佑佳 

 住所：奈良市七条西町 2 丁目 897-5 

 電話：0742-46-6001 連絡可能時間（9:00-17:00） 

e-mail：y.takahashi@naramed-u.ac.jp 


